日本神経救急学会より
日本神経救急学会・日本神経治療学会合同企画　対談・シンポジウムのお知らせ

日本神経治療学会は、本年7月11日(金)～12日(土)に熱海市で開催される第28回日本神経救急学会学術集会において、日本神経救急学会との合同企画による下記の対談とシンポジウムを開催することとなりました。
このほかにも米国Neurocritical Care Societyの初代理事長Thomas P. Bleck教授の招待特別講演「神経救急・集中治療における脳波の診かたと持続脳波モニタリング」のほか、神経治療学関連の学術講演が多数予定されておりますので、　ご興味ある先生方はご参加下さい（非会員の参加歓迎とのことです）。


日本神経救急学会・日本神経治療学会合同企画　
対談「救急医学と神経学のクロストークーわが国の神経救急・集中治療の向上のために」
日時 平成26年7月11日(金)（第1日目）13:05〜14:00
会場 熱海コンベンションホール（第1会場）／ホテルニューアカオ15階
対談 河村　満  第32回日本神経治療学会総会会長、昭和大学神経内科学教授・同東病院病院長
有賀　徹 日本神経救急学会代表世話人、日本救急医学会前代表理事、昭和大学病院病院長
特別発言 阿部　康二 岡山大学大学院脳神経内科学教授
座長 坂本　哲也 帝京大学救急医学主任教授 

日本神経救急学会・日本神経治療学会・日本てんかん学会合同シンポジウム
「非けいれん性てんかん重積状態（NCSE）の臨床ー新たな展開へのマイルストーン」
日時 平成26年7月11日(金)（第1日目）10:05ー12:05
会場 熱海コンベンションホール（第1会場）／ホテルニューアカオ15階
基調講演／会長講演　「NCSEの歴史、臨床像、治療をめぐる論点整理」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
永山　正雄 国際医療福祉大学熱海病院神経内科教授
演題1 「てんかん学における考え方」
山野　光彦 JR東海静岡健康管理センター神経内科医長　元産業医大神経内科学    　    
演題2 「てんかん性高次脳機能障害」
石垣　征一郎 昭和大学神経内科学講師
演題3 「持続脳波モニタリング」
岩瀬　正顕 関西医科大学附属滝井病院脳神経外科准教授
演題4 「脳波読影システム」
久保田　有一 東京女子医大脳神経外科　朝霞台中央総合病院脳神経外科部長
特別発言 奥寺　敬 富山大学附属病院副院長、同救急・災害医学教授
平田　幸一 独協医科大学内科学（神経）主任教授
井上　有史 国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター病院長
辻　貞俊 国際医療福祉大学福岡保健医療学部長
座長  河村　満  昭和大学神経内科学教授・同東病院病院長
永山　正雄  国際医療福祉大学熱海病院神経内科教授
渡辺　雅子　 元国立精神・神経医療研究センター病院精神科医長　


【第28回日本神経救急学会学術集会】
会期 2014年7月11日(金)～12日(土)
会場 熱海コンベンションホール（ホテルニューアカオ15階）
大会長 永山　正雄　（国際医療福祉大学熱海病院教授　神経内科、脳卒中・神経センター）
代表世話人 有賀　徹       （昭和大学病院病院長、日本救急医学会前代表理事）
テーマ 神経救急蘇生から発信するサイエンスとアート
備考 全員懇親会（7月11日17:30から、記念撮影あり）
学術集会HP http://www2.convention.co.jp/jne28/
お問合わせ先 国際医療福祉大学熱海病院神経内科　永山　正雄　
Phone: +81-557-81-9171, Ext. 7022、Fax: +81-557-83-6632、E-mail: nagay001@iuhw.ac.jp
